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トビ イ ロ ウ ン カに対 す るEntomophthora delphacisの 病 原 性
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Infection experiments with Entomophthora delphacis on various stages, sexes, and wing forms 

of Nilaparvata lugens were carried out. The insects were put in small test tubes and inoculated 

with the conidia of this fungus discharged from culturing media for one night. The mean mor-

talities of macropterous male, macropterous female, brachypterous male, and brachypterous female 

were 19.8, 26.0, 0.0 and 2.4 % respectively. The mean mortalities of 1st and 2nd instar, 3rd 

instar, and 4th and 5th instar nymph were 4.2, 2.9 and 22.0 % respectively. The mortalities of 

brachypterous form and young nymph were significantly lower than those of macropterous form and 

old nymph. No significant difference in incubation period existed among stages, sexes and wing 

forms.

Entomophthora delphacisは トビイ ロ ウ ンカ や セ ジ

ロ ウン カ に病 気 をお こす糸 状 菌 と して堀(1905)に よ り記

載 され た。 最 近,島 津(1976)は トビイ ロ ウ ンカ に発 生

した流 行 病 か らEntomophthora属 菌 を分離 し,こ れ

をE. delphacisと 同定 し た。 本菌 の 有 効 な利 用 の可 能

性 を論 ず る にあ た っ て,ま ず 病 原性 に関 して の基 礎 的 な

デ ー タ を明 らか に して お く必 要 が あ る。 江 崎 ら(1937)

は ト ビイ ロ ウ ンカ とツ マ グ ロ ヨ コバ イ につ い てE.del

-phacisの 簡 単 な接 種実 験 を こ ころ みて い るが,虫 数 が

きわめ て 少 な く,ま た野 外採 集 虫 を用 い た た め無 接種 区

に も発病 が み られ る な ど,満 足 な 結 果 は 得 られ て い な

い 。

そ こで 筆 者 は トビイ ロ ウン カ を用 い て本 菌 の 試験 管 内

接 種 を お こない,幼 虫 の令,成 虫 の雌 雄,翅 型 ご とに死

亡率 と潜 伏 期 間 を調 べ た。

材 料 お よ び 方 法

飼育 に は18φ ×100mmの 小 型 試験 管 を使 用 した。 え さ

と して イ ネ芽 出 し苗 を与 え,苗 は雑 菌 に よ る汚 染 防 止 と

水 分 の保 持 の た め,も み と根 の部 分 を脱 脂綿 で包 み,水

を含 ませ た。試 験 管 内 には 供 試 虫 を4頭 また は5頭 ずつ

入 れ た。 接 種原 は野 外 で 病 死 した トビ イ ロウ ン カか ら分

離 ・ 継 代 培 養 したE. delphacisで,継 代 中1回 寄主 通

過,再 分 離 を お こ な った 。 この菌 を1%酵 母 エ キス 加

SABOURAUDブ ドウ糖寒 天 培 地 で25℃ で 平板 培 養 し,3

日ほ ど して分 生 胞 子 を十 分 に飛 散 す る よ うに な っ た と こ

ろで,培 地 をつ けた ま ま約8mm角 に切 り と り,ワ セ リン

で コル ク栓 に固 着 させ た。 これ を1晩 試 験 管 に は め,分

生 胞子 を虫体 に飛散 させて接種 した。その後 は接種原 の

ついた コルク栓 をとり除き,か わ りに綿栓 をはめて飼育

し,14日 間毎 日本菌 による死亡虫 を計数 した。接 種,飼

育 は25℃ でお こない,死 亡虫は毎 日とり除 き,え さは適

宜新鮮 なもの と交換 した。

供試虫は1～2令,3令,4～5令 の幼虫 と,雌 雄,

長翅 ・短 翅の成虫 を用い,幼 虫は1試 験管 に雌雄 の両翅

型が混 ざるよ うにして入れ,接 種条件の差 をな くす よう

にした。また汚染のチ ェックのため無接種区 として1晩

だ け何 も着 けない コル ク栓 をはめ,以 後綿栓 をした区を

設 けた。 なお供試虫は幼虫 と成虫の1部(第1回 実験)

は九州農試虫害第2研 究室飼育虫 を,ま たその他の成虫

は野外虫か ら採卵,飼 育 した ものを用 いた。 これ らはガ

ラスポ ットで イネ芽 出 しを与 え,集 合飼育 した。

接種量 を調べるために,接 種 時に試験管内 にカバーグ

ラスの小片を入れ,飛 散 した分生胞子数 を計数 した。そ

の結果,接 種量は平均1,200個/mm2で あった。

結 果 お よ び 考 察

接種虫は野外 におけると同 じように,分 生子梗 に厚 く

おおわれて死亡 した。死体上で本菌は分子胞子のみを形

成 し,休 眠胞子 を形成 した もの は1例 もなか った。 この

点 も野外で観察 された結果 と同 じであった。無接種 区に

は本菌 による病死 はみられなか った。

長翅成虫 に対 す る本菌の病原 性は第1表 に示す とお り

で あった。 反 復は4回 おこなった。 死亡率 は平均雄で

19.8%,雌 で26.0%で あった。 病死 までの 日数 は雄 の

最 も短い もので3日2次 感染 の疑い のない もの(1本
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の試験管の最初 の病死)の うちで最 も長 い もので13日,

また同 じく雌で4日 から11日で あった。最 も死亡 が多 く

み られたのは接種後5～6日 目で あった。長翅 の雌雄の

間には死亡率,潜 伏期間 とも有意差は なかった。

短翅成虫に対す る本菌 の病原性は第2表 に示す とお り

で あった。反復 は4回 お こなった。死亡率 は雄 は全 く罹

病せず0.0%,雌 は4回 の接種試験の うち,1回 だ け9.7

%の 罹病がみられ,平 均2.4%で あった。潜伏期間は5

～9日 で,長 翅成虫 と変 わ らなか った。 しか し短翅型の

死亡率は長翅成虫 に比べ有意 に低かった。

幼虫に対す る本菌の病原性は第3表 に示す とおりであ

った。反復 はおこなわなかった。 死 亡 率 は1～2令 が

4.2%,3令 が2.9%で,き わめて低かった。4～5令 で

は死亡率22.0%で 長翅成虫 と変わ らなか った。潜 伏期 間

は1～2令 で5日 か ら10日,3令 で3日 か ら7日,4～

5令 で4日 から9日,ま た最 も死亡が多か ったのは接種

後5日 で,成 虫 と変 わらなか った。

これらの結果か ら本菌 は若令幼虫は侵 しに くく,4～

5令 以上 を侵 しやすいことがわかった。潜伏期 間は供試

虫 の令や雌雄,翅 型 と関係な く5～6日 が最 も多 か っ

た。 また成虫の うちで は雌雄 に対 しての病原性 の差 はほ

とんどなか ったが,翅 型 によ る差 がみ られ,短 翅型 に対

してはほ とん ど病原性 を示 さなかった。 これは野外での

観察結果 と一致 してお り,野 外 で実際 に病死 がみられ る

のは長翅成虫ばか りで ある。本実験の場合,短 翅型,と

くに雄の供試虫数 が十分得 られなかったが,長 翅型の死

亡率 と同 じだ とすれば,平 均4～6頭 に1頭 病死す るは

ずで あるか ら,一 応,本 実験の短翅の供試虫数で検 出で

Table 1 . Percent mortality of macropterous form of Nilaparvata lugens infected with Entomophthora delphac•¬s
.

Table 2. Percent mortality of brachypterous form of Nilaparvata lugens infected with Entomophthora delphac•¬s.

Table 3. Percent mortality of nymph of Ndap•¬a lugens infected with Entomophthora delphacis.
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きることになる。 さらに長翅型 と短翅型では生理的 にか

な り差 があることがわか っているので,翅 型 により罹病

率 に差が あることは十分 考え られ る。なお,供 試虫は同

じ条 件下で飼育 された ものの中か ら長翅,短 翅 を選 んで

用 いてい るので,両 翅型 に対す る病 原性 の差は飼育条件

の差 による ものではな く,翅 型に固有 の もの と考え られ

る。 ただ現在の ところそれ が体内の生理的な差 による も

の か,表 皮 の構 造 な どに よ る機 械 的 な差 に よ る もの か は

不 明 で あ る。
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